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あるが，従来の機械翻訳等の自然言語処理 Natural Language Processing, NLP では十分な対応
がなされていない．近年，繊細・微妙な人の感覚を的確に表現するオノマトペが注目されて






語表現 Multiword Expression，MWE（Sag et al. 2002, Tanabe et al. 2014），言語学では定型言
語 Formulaic Language（Corrigan et al. 2009, Jiang et al. 2007），単語連鎖 Lexical Bundles （Biber
et al. 1999），構文文法 Construction Grammar（Fillmore et al. 1988）といった枠組みで種々の
研究が進められている．筆者の一人は，1960年代からこの種の日本語複単語表現の総括的な
レキシコンJapanese MWE Lexicon, JMWELの開発を進めてきた．（Tanabe et al. 2014）























本レキシコンは，Microsoft Excel で作成した xlsx ファイルに纏められており，1 行に割り当
てた 1 個の見出しに対して，A～I欄に以下の情報を与えている．例えば，「クンクンと犬が
鳴く」という表現に対して与えた情報を A～I 欄の順に列挙すれば以下のようになる．（欄






























種々の表記形を簡単に生成できる，例えば，C 欄の「からだ_つき」と D 欄から得られた「身
体_付き」，「体_付き」から「からだつき」，「身体つき」，「身体付き」，「からだ付き」，「体付












2 は，そのままでも「と」を後接しても連用修飾機能を持つもの，3, 4 は，他語に連接し
て造語する機能を持つものである． 
表1に本レキシコンにおける1～5 の分布と例を示す． 
E欄には表1の記号が記載されている． 1, 2 の機能は，後述するH欄の情報でより詳細化 
される． 
 
表 1 採録したオノマトペの分布と例 
種別，記号 見出し数 例 
単純オノマトペ， O 1,588 ツルリ, ホワッ, ドッカーン, グネッ, ピューン,  
ゴロリ, ヒヤッ, ドブン 
連用オノマトペ, AdvO 1,155 ドッカリ, フラフラ, ミッチリ, フワフワ, チャリチャリ, 
ゴリゴリ 
接頭オノマトペ， Op 148 ドタ, ジリ, グラ, ゴタ, ソヨ, ビリ 
接尾オノマトペ， Os 32 タップリ, タラタラ, モリモリ, ピカ 
名詞性オノマトペ， NPO 81 ブツブツ, コリコリ, フリフリ, デコボコ 













表 2 に本レキシコンにおけるⅰ～ⅶの分布と表現例を示す． 
オノマトペ共起表現の E 欄には表 2 の記号が記載されている． 
 
表 2 収録オノマトペ共起表現の分布と例 
種別，記号 見出し数 例 
 











形容詞句， AP 485 
モチモチ-と-柔らかい, ポンポン-と-威勢-が-良
い, ガンガン-と-痛い 
形容動詞（語幹）句， AVP 193 
愛嬌-タップリ, フンワリ-と-柔らか, ツンツン-
と-無_愛想 
連用修飾句， AdvP 3,721 
キョトン-と-し-て, ガラガラ-音-を-立て-て, 熟
(熟/々)-思う-に, ワイノワイノ-と 












オノマトペ共起表現に対して C 欄のハイフンによる分かち書きに基づき，係り受け構造を 
修飾子，被修飾子の対をカッコ[ ]で括って記載する．すなわち，句 α の主辞が句 β の主辞を



























図 1 オノマトペ共起表現「クンクン-と-犬-が-鳴く」の構造記述 
 
この例の如く F欄の構造記述内には適所にアスタリスク「*」が含まれており，その位置に，
直後の句の主辞に対する修飾句が入り得ることを意味している．従って，図 1 の構造記述 
[[Oto]*[[*Nga]*V30]] は，例えば，「クンクン-と-朝-から-隣-の-犬-が-寂し-そう-に-鳴く」の









図 2 「クンクン-と-朝-から-隣-の-犬-が-寂し-そう-に-鳴く」の構造記述 
 
JMWELのこのようなギャップ付き構造記述は，定形表現が持ち得る部分的な柔軟性を構文・
3 この表現に対する 2018 年 6 月時における Google オンライン英訳は ‟Cunk and dogs cry”であった． 
4 この表現に対する 2018 年 6 月時における Google オンライン英訳は ‟Cunngun and morning next dog 




























「クンクンと犬が鳴く」全体を単位的に捉えなければ，的確な英語動詞句 “a dog whines”な
どを与えることは難しい．これを与えたのち，本レキシコンに記載された構造記述 
[[Oto]*[[*Nga]*V30]]] を用いれば，拡張表現「クンクンと朝から隣の犬が寂しそうに鳴く」
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5 本レキシコンの利用については関連サイト http://jefi.info を参照されたい． 
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